
 
 
 
 
 
 
 

クラスに２、３名はいると言われる発達特性の凹凸が大きい児童 

 落ち着きがなく、席に座っていられない 

すぐ他の子に手を出してしまう 

その子の「困り感」からくるサインです。厳しく叱っても、その場はいった

んおさまりますが、本来の改善には結びつきません。 

一斉の授業で学習が身につきにくい 

宿題を多く出したり、残り勉強をしても、かえって、勉強嫌いになってしま

う場合もあります。その子の発達に照らし合わせた支援が必要です。 

本校では、発達の凹凸に対して、長所の特性にスポットを当てて能力を伸長

させる「才能開発の視点」を大切に特別支援教育に取り組んでいます。 
 

近隣大学と連携を図り、小学校の教員を目指す大学生の３・４年生を対象に、

特別支援教育の指導法を現場で学んで欲しいと考えています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボランティアなので謝礼も交通費もありません。給食費はいただきます。 

保険加入・健康診断（予防接種）も各自負担になります。 

初めて学級をもった時に、発達の特性に照らし合わせた支援が適切にできる

かどうかは、今後の教員としての資質を左右するほど大切なことです。 
 

連絡先：練馬区立北町西小学校  

ＴＥＬ０３－３９３２－７２３６ ＦＡＸ０３－５９２０－０３３４ 

○ 場 所  練馬区立北町西小学校（練馬区北町７－３－８） 
 
○ 内 容  学習や生活指導の個別支援 
 
○ 時 間  8:30～15:30（週に１、２回程度） 
 
○ 対 象  小学校教員をめざす大学3.4年生 
 


